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序  
この調査報告書は，国庫補助金をえて，東北新幹線関係遺跡の分布調査ならびに

試掘調査を実施した成果の集録であります。 

昭和46年10月，東北新幹線の路線が発表になって以来，短期間に分布調査を実施

しましたが，その結果，新幹線ルートを中心とする2km幅内に226遺跡，路線敷内に

は30遺跡を確認いたしました。 

昭和47年度からいよいよ新幹線工事が始まりますが，工事に先立ち，この分布調

査の結果に基ずいて先人たちの残した貴重な文化財を，詳細に調査する予定であり

ます。 

文化財の遺跡は，科学の実験とは異なり，何度も実験できるというものではなく，

一度破壊されたり，調査に失敗しますと永久にその価値を失うものであります。そ

こに文化財の取り扱い方の慎重さ，保護の重要性があるのでありますが，今後とも

皆様方の御協力を得て，より適切な文化財行政をすすめてまいりたいと思います。 

厳寒のさなか，調査に御尽力をいただきました分布調査員，遺跡調査指導委員な

らびに，地元市町村教育委員会に対し，心から感謝の意を表するものであります。 

 

昭和 47 年 3 月  

 

宮城県教育委員会教育長 安 倍 辰 夫 
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例  言  

 

1．  この地名表は，昭和46年度国庫補助事業で東北新幹線設定路線

周辺の遺跡分布調査を実施した成果を整理したものである。 

2． 記載の順序は，原則として南から一連の番号を付して記入した。 

3．  収録した遺跡の中には，すでに煙滅したものもあるが，従来の

例にならって記録に残すため記載した。 

4．  遺跡番号は従来の例にならい，市町村別の番号を使用した遺跡

基本台帳掲載の番号を付した。 



新幹線関係遺跡の分布調査

ならびに試掘調査について  
 
東北新幹線路線の正式発表が行なわれたのは10月中旬のことであった。日本国有鉄道仙台新幹

線工事局より，10月14日付で宮城県教育委員会あて，埋蔵文化財包蔵地の分布調査依頼があり，

それにもとずいて文化財保護室では，たゞちにかねての計画通り分布調査の具体案を立てその実

施を検討した。 

ちょうど，10月29日午後1時から上杉分庁舎第5会議室で，東北自動車道遺跡緊急調査対策委員

会が開催されたので，関連事項として後半で新幹線関係遺跡調査について各委員の意見をうかが

うことにした。時間もないので調査係の案をまず提出し，指導を仰ぐことにしたのである。とこ

ろでこの委員会は，これを最後とし，県内のすべての遺跡を含む遺跡調査指導委員会に発展解消

することとなった。 

11月16日，宮城県蚕糸会館において，関係市町村文化財担当者の出席を求め，協力をいただく

分布調査員14名と，分布調査の具体的方法を協議した。その結果は，次のような形で，ただちに

分布調査を開始し，1月中旬に完了する予定が決められた。 

分布調査員の氏名，担当区域は下記のとおりである。 

白石市地区            中橋彰吾・地元郷土史家 

大河原町・村田町・柴田町地区   土岐山武・宮城教育大学生 

芳賀寿幸・福島大学生 

岩沼市・名取市地区       千葉宗久・宮城教育大学生 

太田昭夫・宮城教育大学生 

仙台市・多賀城市・利府町地区  佐藤好一・宮城教育大学生 

遊佐五郎・宮城教育大学生 

大和町・大郷町・大衡村地区   恵美昌之・立正大学大学院卒 

高倉敏明・東北学院大学生 

三本木町・古川市・田尻町地区  渋谷勝磨・三本木小学校職員 

佐々木氏槙・古川高等学校教諭 

高清水町・瀬峯町・築館町地区  佐藤信行・地元郷土史家 

志波姫町・若柳町・金成町地区  結城慎一・東北学院大学生 

菅原 了・東北学院大学生 

分布調査員による分布調査は，新幹線センターライン中心に左右計2キロ幅を対象としたが，調

査員によってはこれをかなり拡大して調査された方もあつた。1月25日白萩荘会議室で，21市町村

担当者と分布調査員に出席を求め資料の提出と報告会を開いた。その結果，159遺跡が新し 
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く発見，台傲に追記されることになった。ところが，新幹線のセンター杭が設定されていなかっ

たので，地図にもとづいて調査をすすめざるをえなかったから，具体的にどの程度の数がライン

内に含まれるものかは，不確実であった。 

よって，センター杭が設定され始めた1月下旬から，主として新幹線路線敷内を対象とし，文化

財保護室調査係職員による遺跡確認調査と，追加調査をたんねんに実施することにした。 

新たに発見された遺跡27遺跡，分布調査員の発見した遺跡数に，路線中心に2キロ以内に含まれ

る登録済みの遺跡を加えると，276遺跡となった。このうち路線2キロ幅以内に含まれるもの216遺

跡，11.5メートルの線路内に含まれるものの33遺跡を算する。 

ついでこの資料を吟味しながら，あわせて試掘調査の対象となる遺跡の検討をすすめた。試掘

調査の基準を，疑わしい遺跡に焦点をあわせ，2月22日より3月中旬にいたるまで，10地点を発掘

することにしたのである。その結果，すでに遺跡の破壊されたもの，玉荻台遺跡(2地点)，下佐野

遺跡(2地点)，堂の池遺跡(1地点)と3遺跡5地点に及ぶことが明らかになった。 

新幹線路線内に含まれ，新年度以降本格的精査を実施するもの30遺跡，センターラインより左

右計2キロ内に含まれるもの216遺跡であることが，現在の段階において確認できた次第である。 

(志間・氏家) 
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新幹線路線内に含まれる遺跡  
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新幹線路線を中心に幅 2km 内に含まれる遺跡  
 
 

 

 12



 14



 16



 18



 20



 22



 24



 

 

 

 

 

 

 

 

試 掘 調 査 概 報
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東北新幹線試掘調査概報

１ 調査対象遺跡 

白石地区 

地蔵院館跡 松野善蔵所有地 

田中遺跡  島津 盛所有地  小野定雄所有地 

谷津川遺跡 佐藤忠治所有地 

高清水地区 

堂の池遺跡 郷内定雄所有地 

下佐野遺跡 亀川田金男所有地 千坂 親所有地 

下折木遺跡 岡崎忠夫所有地 

築館地区 

玉荻台遺跡 佐竹辰雄所有地 

２ 調査期間  自 昭和47年2月22日  至 3月8日 

３ 調査主体者 宮城県教育委員会 

４ 調査担当者 宮城県教育庁文化財保護室調査係職員 

５ 調査補助員 地元郷土史家  中橋彰吾 佐藤信行 

宮城教育大学生 土岐山武 遊佐五郎 佐藤好一 千葉宗久 太田昭夫 

福島大学学生  芳賀寿幸 

東北学院大学生 高倉敏明 結城慎一 菅原 了 

６ 調査指導者 宮城県遺跡調査指導委員  伊東信雄 芹沢長介 興野義一 片倉信光 

白石地区(昭和47年2月28日～3月8日) 
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田中遺跡，谷津川遺跡（地図番号30，29） 

１ 田中遺跡 

斎川の沖積平野上に立地する遺跡である。白石の市街地より南へ約1.5キロ，田中部落に通じる

田中橋の東側地域一帯の畑に，土師器，須恵器破片の分布をみる。 

試掘調査は，小野定雄氏所有畑と島津盛氏所有畑とを対象にして，計2本のトレンチを設定した。

小野定雄氏所有畑には，新幹線のセンターぐい283.640キロ地点に，センターラインと 
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平行して幅3メートル，長さ20メートルのトレンチを，島津盛氏所有畑には，283.700地点に幅3メ

ートル，長さ15メートルのトレンチをそれぞれ設けて発掘を実施した。 

Aトレンチでは，表土(第Ⅰ)層につづいて褐色土(第Ⅱ)層，砂質褐色土(第Ⅲ)層，粘土質暗褐色

土(第Ⅳ)層が位置する。さらにその下(地表下1.14メートル)に，木炭混りの砂質黒褐色土層が接

続するが，湧水はなはだしく，本調査を期待することにして発掘を断念した。 

遺物は，奈良，平安期の土師，須恵片が表土に散布していたほかに，第Ⅱ層，第Ⅳ層，並びに

第V層上面から，それぞれ数点の土師器破片が，第Ⅳ層より鉄片1点が出土したにすぎない。しか

し，小野定雄所有畑でかって探掘りした際に，引田式の小形丸底壷が1点出土した(小野定雄氏蔵)

由であるし，また昭和15，6年頃の斎川河川改修工事の際の堆積土状況を記した，片倉信光氏のメ

モによると，地山面まで地表から3メートルもあった模様であるから，第Ⅴ層以下の深部には，遺

構，遺物の存在は充分に予想されるであろう。 

Bトレンチでは，表土(第I)層につづいて木炭粒子を含む褐色土(第Ⅱ)層，赤褐色土(第Ⅲ)層，

茶褐色土(第Ⅳ)層，灰褐色土(第Ⅴ)層，赤灰褐色土(第Ⅵ)層，さらに地表下1.6メートルで青粘土

地山(第Ⅶ)層となる。 

出土遺物は表土より土師器片を数点収拾しえた程度で，遺構らしきものもまったく認めえなっ

た。 

２ 谷津川遺跡 

新幹線センターラインぐい284.140～284.160キロ地点附近の，佐藤忠治氏所有畑に幅2メートル，

長さ12メートルのAトレンチ，これより6.5メートル離れて幅2メートル，長さ10メートルのBトレ

ンチを設定し発掘を実施した。 

Aトレンチでは，表土(第I)層につづいて黄褐色土(第Ⅱ)層，粘土質の黒褐色土地山(第Ⅲ)層が

接続し，地表より地山までの深さ40～50センチ程度を測る。遺物は土師器片が第Ⅱ層より2，3点

出土したのみであった。 

Bトレンチでは，Aトレンチと同様な層序を示し，表土より深さ30～40センチで地山に達した。

出土遺物はやはり，第Ⅱ層より数点出土したにすぎない。 

遺構らしきものは，この2本のトレンチ内ではまったく認めえなかった。 

３ まとめ 

この田中遺跡と谷津川遺跡のみではなく，この附近一帯の畑には，土師器，須恵器の破片がか

なり濃密に分布しているのであるが，今回の試掘調査に関する限り，まったく遺構を検出しえな

かった。これは，畑の作物栽培にともなって遺構が破壊されたものか，トレンチ掘りであったた

めに遺構のある位置からはずれた地点を発掘した結果であったのか，その何れかであろう。とく

に田中遺跡では，かつてかなりの深さから引田式の丸底土師壷が出土した由でもあるから，下層

部分にも古墳時代遺構の存在が推定できるであろう。本調査では，全面掘りの調査 
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を実施すべきである(佐々木安彦)。 

 

高清水地区(昭和47年2月28日～3月3日) 

高清水町では，遺物の採集された4ヶ所で試掘調査を実施した。立地状況は，岩出山方面より瀬

峰，南方方面へ，東走する丘陵から東南方向へ，小さく分岐する，二つの小丘陵上に位置する。

この小丘陵上には，縄文早期の｢大寺式土器｣を出土した大寺遺跡をはじめ，土師･須恵などの散布

地がかなり存在している。地山は，若干シルト質の黄色ローム層である。 

堂の池遺跡（地図番号194） 

今回，試掘調査の行われた4ヶ所のうちで，最も南に位置する地点である。 

新幹線センターぐい372.780キロ附近で郷内定雄氏所有地内に，センターラインに沿ってその東

側に，南北方向に長く幅3メートル，長さ33メートルのトレンチを設定した。地目は，現在，タバ

コ畑となっているが，これは，一旦，開田された後のもので，すでに，かなりの削平がなされて

いることが考えられた。調査の結果，予想通り，削平が著しく，表土から，地山のややシルト質

の黄色ロームまでの深さは20～35センチで，往時の地層は数センチ前後の黒土が部分的に認めら

れる程度であった。出土遺物も，表土から，土師，須恵の破片が，各々数点出土した程度である。

なお，トレンチ南端近くで，東西に走る溝を検出した。これは，検出面での幅1.9メートル，底面

での幅50センチ，深さ70センチで，ローム面で検出されたものであるが，埋土が，表土と類似し，

後世のものであることが考えられる。遺物の出土は見られなかった。 

下佐野遺跡B地点（地図番号195） 

堂の池遺跡の北方でセンターぐい372.94キロ付近，亀川田金男氏所有畑である。周辺は開田工

事が進んでいる。新幹線中心杭に沿って，西側に，南北方向に長く，幅3メートル，長さ12メート

ルのトレンチを設定した。調査の結果，遺構と考えられるものは，何も検出されなかった。遺物

は，土師器，須恵器破片が各々，数点検出されただけである。層位は，周辺の開田工事の際，積

みあげられた盛土があって，表土が厚く，地山のややシルト質の黄色ローム面まで，約70センチ

の厚さがあった。40センチの盛土，10数センチの旧表土の下に，20センチ前後の黒土層が認めら

れ，この層の上部から2・3点の土師器片が若干検出された。なお開田からもれた東側の畑地には，

土師器，須恵器破片が，豊富に分布していて，集落の存在が予想されるが，新幹線路線敷のなか

には遺構はかかっていないようである。本遺跡の東方500メートル附近に，大寺遺跡があり，同一

丘陵上に位置する。 

下佐野遺跡A地点（地図番号195） 

下佐野B遺跡の北方，約100メートルほど離れ新幹線センターぐい373.060キロ附近，千坂親氏所

有畑で，県道瀬峰線をはさんで，下佐野遺跡B地点と相対する。 

新幹線中心ぐいに沿って東側に，南北に長く幅3メートル，長さ12メートルのトレンチを設定 
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した。調査の結果，表土下20～30センチで，地山の，ややシルト質の黄色ロームに達した。その

間，耕作がゆきとどいているため，往時の地層は見られなかったし，遺構も認めえなかった。遺

物は，土師器破片が2・3点出土したのみであった。 

下折木遺跡（地図番号197） 

下佐野A遺跡の北方，約300メートル離れ，新幹線センターぐい373.240キロ附近，岡崎忠夫氏所

有の空畑である。立地としては，上記三遺跡の位置する丘陵とは，別の小丘陵の南側傾斜面に位

置する。傾斜面は20度前後である。この丘陵の頂部周辺が，新庄館跡となっている。 

新幹線中心杭を基軸にまず西側に幅2メートル，長さ30メートルのAトレンチと，東側に幅1メー

トル，長さ12メートルのBトレンチとを，各々，南北方向に2本設定した。調査の結果，基本層位

は，表土20センチ，つづいて第Ⅱ層の黒色土20センチの下で，暗褐色砂質ロームの地山層(Ⅲ層)

に達した。Ⅲ層上面で，南北80センチ，東西90センチの炉様焼土帯1ヶ所と，傾斜下半部で性格不

明のピット6個，及び，溝状遺構1つを検出した。遺物は，Ⅱ層の黒色土中より，比較的多数，出

土した。奈良，平安期の土師器坏・甕，須恵器甕・坏などが含まれる。とくに，焼土帯，溝状遺

構周辺からは，多数出土した。よってトレンチ拡大をやめ，本調査での精査にまつこととし，埋

め戻しを行ない試掘調査を完了した(岩淵康治)。 

 

築館地区（昭和47年2月22日～25日） 

玉萩台遺跡 

１ 遺跡の立地 

伊豆沼周辺には海抜10メートルに満たない低地が広がっている。これらの低地をかこむように

して海抜20～50メートル程度の台地が背後の丘陵地帯から舌状に突き出ている。 

玉荻台遺跡はこれらのなかで西から東北に延びる玉荻台地区に形成されている。台地状には縄

文時代中期の土器片がかなり散布しているが，台地東側斜面から低地に至る部分には，縄文時代

晩期後半の土器片が認められる。東北新幹線の路線はちょうどこの台地東側面から低地に移行す

る部分にあたっている(センターぐい381.2～381.3キロ)。 

２ 調査の経過 

試掘調査にあたっては，路線敷を中心として地形，遺物の散布状況を検討しながら，次のよう

なトレンチを設定した。攪乱等をあまり受けていないと思われる佐竹辰雄氏宅前面の畑地に，路

線中心線に直交する形で2×12メートルと2×5メートルのトレンチを2本設定した(A・Bトレンチす

る)。この2本のトレンチは遺物包含層の有無，遺構存在の可能性を検討するものである。この北

側に土取り工事によって平坦に削平されたというかなり広い麦畑がある。この部分についてはど

の地点でどの程度の撹乱を受けているのかを調べることを目的として，路線の中心線に直交させ

て2×20メートル，2×30メートル，2×10メートルの合計3本のトレンチ 
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を設定した(C･D･Eトレンチとする)。従って延べ発掘調査面積は154平方メートルである。 

なお，路線の中心線に直交させた各トレンチは台地東側の傾斜方向ともほぼ一致する。 

３ 調査の結果 

Aトレンチでは，約40センチの表土を剥離するとその下に数枚の粘り質のある黒っぽい土層が80

～120センチの深さまで続く。さらにその下は黄褐色を呈する固い砂質土層となる。遺物は少ない。

僅かに表土を中心として数点の縄文晩期土器片が認められただけである。 

Bトレンチでは，Aトレンチとほぼ同様で，深さ約2メートルに至ると黒灰色の砂層となる。堆積

層中には風化した小礫を含んでいるものもある。トレンチ東側では旧水路の掘り込みが明瞭にと

らえられた。遺物も表土を中心として細片が少量険出されただけである。 

C～Eトレンチでは，いずれも表土の下に砂とシルトの混合層があり，その下に灰白色の砂層が

続いている。これらのなかで攪乱を受けてないと考えられるのは最下層の砂層のみであるが，こ

の層は台地の基盤層と一致するものである。したがって，この地区は遺物包含層があったとして

も，すべて削られてしまったものと考えられる。遺物も縄文晩期土器片が1点出土したのみである。 

４ 路線にかかる遺跡の性格 

以上述べた調査結果から新幹線の路線敷にかかる部分の玉荻台遺跡(遺跡全体からすれば1部)

について次のような評価が妥当であろう。 

(1)  北側の部分に関しては削平(ブルドーザーによる土砂取り工事とのことである――地主談)

のため一切の遺物包含層，遺構は破壊されてしまっている。 

(2)  南側の佐竹辰雄氏宅前面の畑地は堆積層が，かなり厚い。しかし，出土遺物がいずれも細片

で量も少なく層位的に一定しないことから1次的に廃棄された遺物とは考えられない。さらに，

この部分の地形を観察すると，ちょうど玉荻台地東端の小さな谷部末端に位置していることが

判明した。したがって，この部分の堆積層が非常に厚いのは斜面から流れてくる土砂の堆積の

結果と考えられることから，これらの層中に含まれる遺物もその時に運ばれたものと推定され

る。 

５ まとめ 

路線敷にかかる部分の玉荻台遺跡は1次的な遺物包含層，遺構等の存在する可能性は少ない。理

由はすでに記した通りである(丹羽 茂)。 
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